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平成１７年３月期中間決算の業績予想(連結･単体)の修正

平成１７年３月期中間決算の業績予想(連結･単体)について、下記のとおり修正します。

記

１． 平成１７年３月期中間決算の業績予想の修正
（単位：億円）

連結 単体
経常
収益

経常
利益

中間
純利益

経常
収益

経常
利益

中間
純利益

前 回 予 想       (A)（※1） 1,000 110 55 850 90 50
今回修正予想       (B) 1,070 220 105 920 260 150

増 減 額       (B-A) ＋70 ＋110 ＋50 ＋70 ＋170 ＋100
増 減 率       ＋7.0% ＋

100.0%
＋90.9% ＋8.2% ＋

188.8%
＋

200.0%
（※１）平成１６年５月２４日に発表したもの

２．修正の理由

当社単体の経常収益、経常利益および中間純利益につきましては、実質業務純益（信

託勘定償却前・一般貸倒引当金繰入前業務純益）が増加する見込みであること、株式等関係益

の計上が見込まれること等に伴い、前回予想を上方修正するものです。

連結決算業績予想につきましても、上記の単体決算予想の修正に沿った変更を行なっ

ております。

３． 平成１７年３月期通期の業績予想

平成１７年３月期通期の業績予想については、１１月下旬に予定しております中間決

算の業績発表の際に、必要に応じ修正の上、公表いたします。

以  上



【参考資料】

平成１７年３月期中間決算の業績予想＜単体＋再生専門子会社＞の概要

（単位：億円）

◇ 実質業務純益は２９０億円程度となり、前回予想比７０億円程度増加する見込みです。

これは、①融資関連手数料の増加、国債等債券関係損益の好調を主因とした資金部門粗利

益の増収、②不動産部門収益の増加など財管部門粗利益の増収、③人･物件費の削減、によ

るものです。

なお、この実質業務純益は、前年同期と比較しても２０億円程度増加しております。

◇ 与信関係費用は９０億円程度となり、前回予想比１０億円程度増加する見込みです。

なお、不良債権比率の削減について、当社は平成１６年３月末に半減目標を達成しており

ますが、この９月末においては、不良債権残高を４００億円程度削減したことにより、不

良債権比率は更に０.９％程度低下する見込みです。

≪ご参考≫ 平成１６年９月末における不良債権残高・比率（金融再生法開示債権ベース）

（単位：億円）

（注１）単体＋再生専門子会社

（注２）部分直接償却実施後、銀行･信託勘定合算の計数。

◇ 株式等損益は４０億円程度となり、前回予想比４０億円程度増加する見込みです。

◇ 中間純利益は、上記の要因などにより、前回予想比４５億円程度増加し１００億円程度に

なる見込みです。

◇ 平成１６年９月末の連結自己資本比率は、１３％台半ばとなる見込みです。

以   上

前回予想
（A）

今回修正予想
（B）

増減額
（B－A）

 実 質 業 務 純 益 <※>  ２２０        ２９０        ７０

 与 信 関 係 費 用               △８０        △９０      △１０

 株 式 等 損 益                   ０          ４０        ４０

 経 常 利 益               １００        １９０      　９０

 中 間 純 利 益                 ５５        １００      　４５

<※>信託勘定償却前・一般貸倒引当金繰入前業務純益

16 年 3 月末
実績

16 年 9 月末
速報値

不 良 債 権 残 高 １，９１２ １，５２０

総与信に対する比率 ４．７９％ ３．９％

上記計数は、すべて平成 16 年 11 月 1 日時点の概算・速報値です。

平成 17 年 3 月期中間決算の最終確定値は、各種の要因により変動する可能性があります。


